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1. 研究背景 

局地的豪雨の予測は困難であり，ラジオゾンデやドロ

ップゾンデ，地上デジタル放送の電波利用など，様々な測

定が行われている１）。しかし，これらの研究は費用や技術

の面から，高校生には難しい。また，平成 26年８月豪雨

において，広島県南部の天気予報は曇りであったが，線状

降水帯による豪雨に見舞われた。天気予報では局所的な

天気は反映されにくく，より多くの地点での気象観測が

重要である２）。 

一方で，各家庭で受信しているＢＳ放送が荒天時に乱

れることは一般的に確認されている。ＢＳ放送の電波は、

赤道（ボルネオ島）上空から日本に向けて発射されていて，

日本には南西方向から電波が飛んでくる。その距離は約

38,000 kmであり，途中で雨雲等に当たると電波の強度が

減衰する。また，雨が強ければ強いほど減衰が激しくなる

ことも知られている３）。ＢＳアンテナの価格は安価で，世

帯普及率も 75.1％と非常に高いため，数が多い４）。 

 

2. 研究目的・意義 

ＢＳアンテナを用いた気象観測については，局地的豪

雨の予測に利用した検証結果が受信サービス株式会社よ

り公表されている５）。本校でも昨年度，ＢＳアンテナの受

信強度で天気を予想する研究を行い，雨のときに受信強

度が減衰することを確かめた６）。しかし，いずれの研究も，

観測点が１点であることや再現性の確認が十分にできて

いないことから，気象観測の方法として未だ確立してい

ない。 

本研究の目的は，ＢＳアンテナの受信強度を利用した，

豪雨予測システムの確立と実用化である。実用化に向け

て，次の４点が必要と考える。①降雨時にＢＳ受信強度減

衰が確実に起こる，②どこで雨が降りそうか予測できる，

③どのくらいの雨量になりそうか予測できる，④全国で

予測ができ，皆が確認できる。 

全世界のＢＳアンテナを利用した豪雨予測システムが

確立すれば，災害時の避難の指針となり，多くの人の命を

救えるのではないかと考えた。 

 

3. 研究方法 

3.1 本校でのBS放送の受信強度の24時間観測 

テレビとBSアンテナを接続し，受信強度を表示させな

がら，テレビ画面を24時間動画撮影し，受信強度を観測

した。受信強度の確認は，基本的にどのテレビにもリモコ

ン操作等で受信強度を表示する機能が備わっている。観

測された受信強度の変化と，天気予報における雨雲の動

き，後日得られた気象庁の降水量のデータ７）を合わせる

ことで，どこで雨が降るかの予報が可能であったか検証

した。 

3.2 令和３年台風16号接近時の受信強度確認 

東京都の品川区の協力者から台風の接近前後において，

定期的にテレビ画面の受信強度を確認してもらい，集約

した。受信強度の変化と，収集した降水量７）を比較し，ど

こで雨が降るかの予報が可能であったか検証した。 

3.3 県内の協力者募集とＢＳ受信強度の確認 

本校生徒と先生方に，自宅のテレビで受信強度を確認

してもらい，google formを用いて集約した。 

 

4. 結果・考察 

4.1 本校でのBS放送の受信強度の24時間観測 

図１は，本校での，令和３年 10 月 30日における受信

強度の変化を表している。縦軸は受信強度，横軸は時刻で

ある。18時と 23時に受信強度が減衰していることがわか

る。 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 令和３年 10月 30日本校での受信強度 

 

また，この日の天気予報より，雨雲が西から東に流れる

ことが確認できたため，ＢＳ放送の電波が南西から飛ん

でくることを考慮し，図２の通り，気象庁のアメダス観測

点から，加世田，喜入，吉ケ別府を選び，受信強度と各地

点での降水量を比較した。 

図２ 降水量観測地点の選定(星印は本校) 
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図３は，吉ヶ別府の降水量のグラフである。縦軸は降水

量，横軸は時刻である。図１と比較すると，受信強度が減

衰した 18時と 23時から遅れて，降水量が多くなってい

ることがわかる。 すなわち，本校の受信強度が東に住む

人たちへの予報に活用できた可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 令和３年 10月 30日の吉ヶ別府の降水量 

 

4.2 令和３年台風16号接近時の受信強度確認 

図４は，台風16号接近時に，東京都品川区の協力者が

測定したＢＳ受信強度の変化のグラフである。縦軸は受

信強度，横軸は時刻である。また，図５は東京における降

水量を表している。縦軸は降水量，横軸は時刻である。図

４と図５を比較すると，受信強度の減衰から１時間半ほ

ど遅れて雨量のピークがきたことがわかる。また，東京周

辺の地点での降水量を確認し，雨量のピークをまとめた

のが図６である。この図より，東京の南西方向に位置する

世田谷の雨量がピークを迎えてから品川区の受信強度が

減衰，その後，練馬と羽田，東京，江戸川臨海と雨量のピ

ークが遅れて来たことがわかる。すなわち，品川区の受信

強度が北東の人たちへの予報に活用できた可能性がある。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 台風接近時の品川区の受信強度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 台風接近時の東京の降水量 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 東京周辺の雨量のピーク時刻 

4.3 県内の協力者募集とＢＳ受信強度の確認 

図７は，本校の先生方と生徒が回答した天候と受信強

度の関係を表すグラフである。縦軸は受信強度，横軸は天

候である。雨の日は，他の天候より受信強度の値が小さく

なることがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ アンケートの集計による受信強度と天候の関係 

 

5. 結論及び今後の展望 

本研究では，ＢＳアンテナの受信強度を利用した，豪雨

予測システムを確立し，実用化することを目標とした。本

校と東京でＢＳ放送の受信強度を観測し，降水量との比

較考察を行った。また，google form を利用して観測者の

増加を試みた。 

その結果，全ての実験で降雨時の受信強度の減衰を確

認できた。また，鹿児島においては，本校の南西方向に位

置する加世田の降水と本校での受信強度の減衰が一致し，

東に位置する喜入や吉ケ別府の降水の予報に活用できた

可能性を見出した。台風16号が接近した東京においては，

品川区の南西に位置する世田谷で雨量がピークを迎えて

から品川区の受信強度が減衰，その後雨量のピークが北

東方向へと流れたことから，その方向に住む人々への予

報に活用できた可能性を見出した。 

今後は，既報のＢＳ放送の受信強度の減衰と降水量の

関係をまとめた研究を活用し，雨量の予測を行う。また，

テレビの保守点検を目的とした，受信強度の 24時間遠隔

観測システムを開発した日本アンテナ株式会社に８）災害

予測への用途転換を提案し，2022 年２月より連携を開始

している。企業と連携し，ＢＳアンテナの受信強度を利用

した，豪雨予測システムの確立を目指す。 
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